
主な内容

●度会町総合防災訓練を実施

●第３回度会町定例町議会を開催

●町内保育所入所申し込み開始
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い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
さ
れ
る
東
海
地
震
や
、
今
世
紀
前
半
で
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
が
起
こ
れ
ば
、
地
震
の
揺
れ
や
津
波
な
ど
に
よ
っ

て
甚
大
な
被
害
が
広
範
囲
に
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
地
震
に
備
え
て
、
今
何
を
す
べ
き
か
を
、
共
に
考
え
、
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
10
月
23
日
（
日
）
に
、
町
内
全
域
（
各
区
・
自
治
会
、
各
自
主
防
災
組

織
単
位
）
で
『
平
成
17
年
度 

度
会
町
総
合
防
災
訓
練
』
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
回
の
防
災
訓
練
は
、
東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
、
南
海
地
震
の
大
地
震
に
備
え
て
、
た

と
え
被
災
し
た
と
し
て
も
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
防
災
・
減
災
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
、
住

民
の
防
災
・
減
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
家
族
や
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

地
域
の
み
ん
な
で
、
こ
の
訓
練
に
参
加
し
、
生
き
延
び
る
術
を
学
び
、
身
に
着
け
ま
し
ょ

う
。

と
き平

成
17
年
10
月
23
日
（
日
）

午
前
７
時
50
分
〜
10
時
00
分

（
小
雨
決
行
）

※
気
象
状
況
（
大
雨
・
洪
水
・
暴

風
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
と

き
な
ど
）
に
よ
っ
て
、
訓
練
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ

度
会
町 

町
内
全
域
（
訓
練
は
、

各
区
・
自
治
会
、
各
自
主
防
災

組
織
で
行
い
ま
す
）

目
標地

域
の
み
ん
な
で
大
地
震
に
備

え
よ
う
！

主
催度

会
町
、
各
区
・
自
治
会
、

各
自
主
防
災
組
織

協
力度

会
町
消
防
団

▷問合先　役場企画防災課
（☎６２－２４２１）

とき
訓練の当日（10月23日） ■午前 ■午後10月6日

以降
訓練の前日
（10月22日）ところひと

家
族

防災会議を開く

避難・安否確認

確認報告
意見交換会

通信訓練 終了確認

終了報告

ホース延長、
消火栓取扱い訓練

ホース延長、
消火栓取扱い訓練指導

東海地震予知
情報の確認

消
防
団
員

家
庭

区・自
治
会

自
主
防
災
組
織

町
４
役・職
員

団
長・副
団
長

各
地
区
避
難
所

各
地
区
指
定
場
所

災
害
対
策
本
部

（午後７時00分）
（午前７時50分）

午後１時30分～
役場２階大会議室

（午前８時15分） （午前９時10分）

（午前８時30分）

（午前９時50分）

防災訓練開始告知
（町防災行政無線で告知）

（午前７時50分）

（午前７時50分）
災害対策本部を設置

東海地震予知
情報の告知

ケーブルテレビ10ch
わたらいちゃんねる
　　　などで確認

（午後７時00分）

大
地
震
防
災
講
演
会

　
　
　

■
演
題　

巨
大
地
震
か
ら
生
き
残
る
術

  　
　
　
　
　
　
　

〜
中
山
間
地
域
が
孤
立
し
た
と
き
〜

　
　
　

■
講
師　

三
重
県
防
災
危
機
管
理
局

　
　
　
　
　
　
　
　

地
震
対
策
室 

専
門
監 

橋
村
清
重 

氏

―
10
月
23
日
は
防
災
訓
練
の
日
―

度
会
町
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

特
版
特
版度

会
町
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

◇ 度会町総合防災訓練の流れ図 ◇
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地域のみんなで大地震に備えよう！

10
月
23
日
（
日
）
午
前
７
時
50
分
に
、
町
防
災
行

政
無
線
に
て
、
防
災
訓
練
の
開
始
を
告
げ
る
放
送
を

し
ま
す
。
こ
の
放
送
を
聞
い
た
ら
避
難
を
は
じ
め
て

く
だ
さ
い
。

主
な
訓
練
の
内
容
は
、

■
避
難
お
よ
び
安
否
確
認
訓
練

■
ホ
ー
ス
延
長
お
よ
び
消
火
栓
取
扱
い
訓
練

■
意
見
交
換
会

な
ど
で
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
下
欄
の
と
お
り
で
す
。

※
訓
練
当
日
以
外
に
も
、
家
族
で
防
災
会
議
を
開
い

た
り
、
東
海
地
震
予
知
情
報
（
想
定
）
を
確
認
し
た

り
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
訓
練
は
、町
防
災
行
政
無
線
の

放
送
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す

訓練の想定は
１０月２２日 午後６時５０分、東海地震の前
兆現象が観測されたことから、気象庁が東海地震
予知情報を発表、同時に内閣総理大臣が東海地震
防災対策強化地域に対して、警戒宣言を発令しま
した。
その翌日１０月２３日 午前７時４０分、東海
地震、東南海地震、南海地震が、同時に発生し、
度会町では最大震度６弱の揺れを観測。多くの人
的被害のほか、建物の崩壊、火災の発生があり、
斜面崩壊や道路・橋梁の損壊によって、孤立して
いる地域があります。

◇ 度会町総合防災訓練の内容 ◇

防災訓練の日の午後は、大地震防災講演会
と　き　平成１７年１０月２３日（日） 午後１時３０分～３時３０分　ところ　役場２階 大会議室
■演題　巨大地震から生き残る術　～ 中山間地域が孤立したとき ～
■講師　三重県防災危機管理局 地震対策室　緊急支援グループ 専門監　橋村清重 氏

防災訓練の日の午後は、大地震防災講演会

種目 とき ところ ひと 内容

災害対策本部設置
訓練

午前
７時50分

町災害対策本部（役場）

現地災害対策本部（３箇所）

町４役
町職員
消防団長
消防副団長

役場内に度会町災害対策本部を、小学校区単位に現
地災害対策本部（麻加江生活改善センター、中之郷
生活改善センター、一之瀬公民館）を設置し、情報
収集にあたります。

防災訓練開始告知 午前
７時50分

町内全域 全員 ７時50分　町防災行政無線にて防災訓練の開始を告
知します。広報文は以下のとおりです。こちらは、
こうほうわたらいです。「ただ今から、度会町総合
防災訓練を行います。本日10月23日午前７時40分、
大地震が発生し、震度６弱の揺れを観測しました。
災害が発生する危険がありますので、住民のみなさ
んは各地区の避難所に避難してください。」繰り返
します「同文」以上、防災訓練のお知らせです。こ
ちらは、こうほうわたらいでした。

※大野木地内は、放送が流れません。（大野木区は、今回、大野木区自主防災会の役員のみで防災訓練を行うため）

避難・
安否確認訓練

午前
７時50分
～

８時15分
各地区避難所 区・会長

住民

住民のみなさんは、家族や隣近所で安否確認を行い
ながら、各地区避難所へ徒歩や自転車で避難してく
ださい。区・会長は、避難・安否確認した住民の世
帯数と人数を確認します。

通信訓練
午前
８時15分
～

８時30分

各地区避難所
現地災害対策本部
町災害対策本部

区・会長
町職員

区・会長は、本部へ避難・安否確認の報告（携帯電
話などで）をします。現地災害対策本部員は、町防
災行政無線の双方向(アンサーバック)機能を活用し
て、町災害対策本部に避難・安否確認報告の通信を
行います。

ホース延長・
消火栓取扱い訓練

午前
８時30分
～

９時10分
各地区指定場所

消防団員
区・会長
住民

住民のみなさんは、消防団員の指導のもと、ホース
延長や消火栓の取扱いを体験します。（消火栓の取
扱いは、ホースの結合までとし、水は出さないこと
とします。）

意見交換会
午前
９時10分
～

９時50分
各地区避難所

区・会長
住民
消防団員

防災訓練の内容や防災・減災対策について、意見交
換を行います。

終了報告
午前
９時50分
～

10時00分

各地区避難所
現地災害対策本部
町災害対策本部

区・会長
町職員

区・会長は、本部へ訓練の終了の報告（携帯電話な
どで）をします。

この放送を聞いたら、
避難をはじめてください。



◇ 度会町総合防災訓練の場所 ◇
区・自治会　
自主防災組織

避難・安否確認訓練を行う避難所 ホース延長・消火栓取扱い訓練を行う場所
箇所数 箇所数

注連指 ２ 注連指集会所
注連指集落農事集会所 ２ 注連指集会所前

注連指集落農事集会所前
田口 １ 新生わたらい茶㈱ １ 田口公民館前

麻加江 １ 麻加江公民館 １ 麻加江公民館前

坂井 １ 坂井区営農親睦センター １ 坂井区営農親睦センター前

長原 １ 長原公民館 １ 長原公民館前

立花 １ 立花公民館 １ 観音さん前

鮠川 １ 鮠川構造改善センター １ 鮠川構造改善センター前

立岡 １ 立岡構造改善センター １ 天王さん前

大久保 １ 大久保構造改善センター １ 大久保構造改善センター前

平生 １ 平生構造改善センター １ 平生構造改善センター前

牧戸 １ 牧戸公民館 １ 牧戸公民館前

棚橋 １ 棚橋コミュニティーセンター １ 棚橋コミュニティーセンター前

葛原 １ 葛原多目的集会所 １ 葛原多目的集会所前

下久具 １ 下久具公民館 １ 下久具公民館前

上久具 ２ 上久具公民館
やまじょう茶工場 ２ 上久具公民館前

やまじょう茶工場前
田間 １ 田間区多目的集会所 １ 田間区多目的集会所前

当津 １ 徳林寺 １ 徳林寺前

茶屋広 １ 茶屋広区コミュニティーセンター １ 茶屋広区コミュニティーセンター前

川口 １ 安心寺 １ 安心寺前

栗原 ４ 本郷（消防ポンプ庫前）、花瀬（小野宅前）
西垣外（束食堂北）、畦地（西田孝宅前） １ 本郷（消防ポンプ庫前）

中之郷 １ 小川郷小学校グラウンド １ 中之郷保育所前

日向 １ 日向多目的集会場 １ 日向多目的集会場前

五ヶ町 １ 宝泉寺 １ 宝泉寺前

小川 １ 小川公民館 １ 小川公民館前

火打石 １ 慈眼寺 １ 消防ポンプ庫前

駒ヶ野 １ 耕雲寺 ４ 駒ヶ野区内消火栓周辺

小萩 １ 小萩公民館 １ 小萩公民館前

柳 １ 柳公民館 １ 柳公民館前

市場 １ 市場公民館 １ 市場公民館前

脇出 １ 脇出公民館 １ 脇出公民館前

和井野 １ 和井野区公会堂 １ 和井野区公会堂前

南中村 １ 南中村公民館 １ 南中村公民館前

川上 １ 川上公民館 １ 川上公民館前

宮ノ西自治会 １ 宮ノ西団地公園 １ 宮ノ西団地公園前

度会団地自治会 １ 度会団地公園 １ 度会団地内消火栓周辺

大野木 １ 大野木公民館 １ 大野木公民館前
※大野木区は、今回、大野木区自主防災会の役員のみで行われます。
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地域のみんなで大地震に備えよう！

み
な
さ
ん
、
消
火
栓
の
近
く
に
あ
る
赤
い
箱
を
見

ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

こ
れ
は
、消
火
用
器
具
が
入
っ
て
い
る
格
納
箱
で
、

中
に
は
ホ
ー
ス
（
３
〜
４
本
）、
筒
先
、
ス
ピ
ン
ド

ル
ド
ラ
イ
バ
ー
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ス
の
長
さ

は
１
本
20
ｍ
で
す
。

放
水
す
る
に
は
、
ホ
ー
ス
を
延
ば
し
て
筒
先
を
持

つ
筒
先
員
と
消
火
栓
バ
ル
ブ
を
回
し
て
水
を
出
す
操

作
員
の
最
低
２
人
が
必
要
で
す
。

筒
先
員
は
、
ホ
ー
ス
を
延
ば
し
、
ホ
ー
ス
に
筒
先

を
確
実
に
結
合
し
て
筒
先
を
火
元
に
向
け
て
操
作
員

に
大
き
な
声
で
「
放
水
は
じ
め
」
と
言
い
ま
す
。

「
放
水
は
じ
め
」
を
聞
い
た
操
作
員
は
、
消
火
栓

バ
ル
ブ
に
ス
ピ
ン
ド
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
を
取
り
付
け
、

時
計
の
反
対
回
り
に
回
し
ま
す
。
水
が
出
る
と
、
水

圧
が
か
か
り
ま
す
の
で
筒
先
員
に
配
慮
し
て
バ
ル
ブ

を
回
し
ま
す
。（
今
回
の
訓
練
で
は
、
水
は
出
さ
な

い
こ
と
と
し
ま
す
。）

全
国
的
に
見
る
と
、
住
民
の
方
が
消
火
用
器
具
と

消
火
栓
を
使
っ
て
初
期
消
火
を
し
た
お
か
げ
で
、
大

事
に
至
ら
な
か
っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
み
な
さ
ん
も
消
火
用
器
具
と
消
火
栓
を
使

う
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

慌てず、騒がず、

まず確実、安全に！

消
火
用
器
具
と

消
火
栓
の
使
い
方

❶交差点中央にある四角いものが
消火栓、左奥にある箱が消火栓
ボックスです。

❷消火栓ボックスです。
※ホース格納箱と表示してありま
す。

❸消火栓ボックスの中は、このよ
うになっています。

❹消火栓の蓋を開けると。 ❺消火栓の中はこのようになって
います。

❻ホースを延ばします。

❼ホースを金具に結合します。 ❽バルブを反時計回りに回すと、
放水できます。（今回の訓練では、
水は出さないこととします。）
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家
族
で
防
災
会
議
を
開
こ
う
！

①
危
険
箇
所
の
点
検

家
の
中
・
外
に
あ
る
危
険
箇
所

の
点
検
を
行
う
。

◎
屋
内
の
家
具
を
固
定
し
、
転
倒

防
止
な
ど
を
行
う
。

◎
戸
棚
や
照
明
器
具
の
落
下
を
防

ぐ
。

◎
陶
器
類
が
入
っ
た
食
器
棚
や
サ

イ
ド
ボ
ー
ド
な
ど
は
、
ガ
ラ
ス

に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
や
テ
ー

プ
を
貼
り
、
棚
板
に
桟
を
つ
け

る
。

②
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
の
確

認『土
砂
災
害
防
災
マ
ッ
プ
』
な

ど
を
参
考
に
確
認
す
る
。

※
広
報
わ
た
ら
い
４
月
号
と
同
時

に
各
戸
配
布
さ
れ
た
冊
子
で
す
。

③
家
族
間
の
連
絡
方
法

常
に
家
族
の
行
動
や
連
絡
先
を

把
握
し
て
お
く
。

念
の
た
め
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
『
１
７
１
』
の
利
用
方
法
を

確
認
す
る
。

※
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

④
防
災
訓
練
へ
の
参
加

各
機
関
で
開
催
さ
れ
る
訓
練
へ

ど
ん
ど
ん
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

ま
た
、
家
庭
で
も
簡
単
な
訓
練

を
し
て
み
る
。

※
度
会
町
総
合
防
災
訓
練
は
10
月

23
日
（
日
）
で
す
。

⑤
非
常
持
出
品
の
備
え

避
難
生
活
に
最
低
限
必
要
な
物

を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
の
非
常

持
出
袋
に
入
れ
て
、
す
ぐ
に
持
ち

出
せ
る
場
所
に
備
え
る
。
ま
た
、

定
期
的
に
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑥
な
ま
ず
博
士
か
ら
の
緊
急
指
令

を
読
も
う

冊
子
『
な
ま
ず
博
士
か
ら
の
緊

急
指
令 

地
震
か
ら
身
を
守
ろ
う
』

を
読
ん
で
、
地
震
防
災
活
動
に
生

か
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
と
き
に
家
族
が
い
っ

し
ょ
に
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
と
き
に
備
え
て
、
災
害
時
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
家
族

が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と
き
は
、
ど
う
す
る
か
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
常
に
家
族
の
行
動
や
連
絡
先
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

※
広
報
わ
た
ら
い
７
月
号
と
同
時

に
各
戸
配
布
さ
れ
た
冊
子
で
す
。

家の中にも危険が!
地震対策でもっとも身近にできるのが家具など
の転倒防止です。家庭で知恵を出し合い、安全・
安心な暮らしを確保しましょう。

◇ 家具の転倒防止事例 ◇

阪神・淡路大震災では…約88％
地震発生時刻が午前５時４６分で多くの人

が就寝中であったこともあり、家屋の倒壊・
家具などの転倒による圧迫死が死亡者全体の
約８８％でした。
参考：総務省消防庁 阪神・淡路大震災関連情報データベース

家の中の安全対策ポイント
◎家具の固定をするときは、柱や壁の下地のある部分などに金
具などを取り付ける。
◎じゅうたんなどのやわらかい床には、背の高い家具は置かない。

◎家具の上部には軽いものを、下部には重いものを収納する。
◎寝る場所や出入り口付近には家具を置かない。
◎ガラス（窓、家具）に飛散防止フィルムを貼る。
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地域のみんなで大地震に備えよう！

定期的なチェックを

忘れずに

家族で役割分担を！

情報収集や火元の管理、非常持出
品係など避難時の役割を決めておき
ましょう。

■
非
常
持
出
品
（
避
難
が
必
要
と

な
っ
た
と
き
、
ま
ず
最
初
に
持

ち
出
す
も
の
）

□
貴
重
品
（
現
金
・
預
貯
金
通
帳
・

印
鑑
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

□
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

□
非
常
食
（
乾
パ
ン
・
缶
詰
な
ど
）

□
紙
皿
・
紙
コ
ッ
プ
・
割
り
箸
・

ス
プ
ー
ン
な
ど

□
缶
切
り
・
栓
抜
き

□
懐
中
電
灯（
１
人
に
１
つ
ず
つ
・

電
池
入
り
）

□
携
帯
ラ
ジ
オ
（
電
池
入
り
）

□
電
池
（
予
備
）

□
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー

□
ロ
ー
ソ
ク

□
救
急
・
医
療
品
セ
ッ
ト
（
持
病

の
薬
を
含
む
）

□
衣
類
・
靴

□
防
災
頭
巾
ま
た
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

□
軍
手

□
タ
オ
ル

□
ポ
リ
袋

□
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
（
テ
ィ

ッ
シ
ュ
）

□
洗
面
用
具

□
雨
具

□
生
理
用
品
・
紙
オ
ム
ツ

□
そ
の
他

■
備
蓄
品
（
災
害
復
旧
ま
で
の
数

日
間
（
最
低
３
日
）
分
準
備
）

□
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
１
人

１
日
３
リ
ッ
ト
ル
を
目
安
に
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
な
ど
）

□
非
常
食
品
（
レ
ト
ル
ト
食
品
・

缶
詰
・
乾
パ
ン
・
菓
子
な
ど
）

□
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

□
鍋
・
や
か
ん

□
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

□
毛
布
・
寝
袋

□
ポ
リ
タ
ン
ク
・
バ
ケ
ツ

□
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー

□
携
帯
ト
イ
レ

□
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

□
新
聞
紙

□
ロ
ー
プ

□
そ
の
他

■
簡
単
な
『
か
て
い
訓
練
』

地
図
の
上
で
災
害
を
想
像
し
、

家
族
で
そ
の
対
策
を
検
討
す
る
ゲ

ー
ム
感
覚
の
訓
練
『
災
害
図
上
訓

練
（
Ｄデ

Ｉィ

Ｇグ

）』
を
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

※
Ｄ
Ｉ
Ｇ
は
三
重
県
で
開
発
さ
れ

た
防
災
訓
練
の
ひ
と
つ
で
す
。

▽
用
意
す
る
も
の

•
地
図
（
自
宅
周
辺
の
大
き
め
の

も
の
）

•
透
明
シ
ー
ト
（
厚
め
の
も
の
）

•
油
性
ペ
ン
（
太
字
・
細
字
・
さ

ま
ざ
ま
な
色
）

•
落
書
き
消
し
用
の
ス
プ
レ
ー
な

ど
•
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ

▽
書
き
込
み
の
準
備

①
地
図
を
テ
ー
ブ
ル
や
床
に
テ
ー

プ
で
固
定
す
る
。

②
そ
の
上
に
透
明
シ
ー
ト
を
か
ぶ

せ
て
テ
ー
プ
で
固
定
す
る
。

▽
訓
練
の
仕
方

①
家
の
位
置
を
地
図
に
マ
ー
ク
す

る
。

②
災
害
時
に
、
家
族
が
集
ま
る
避

難
場
所
を
地
図
に
マ
ー
ク
す
る
。

③
自
宅
や
学
校
か
ら
の
避
難
コ
ー

ス
を
記
入
す
る
。

④
災
害
を
想
定
し
て
、
自
宅
周
辺

や
避
難
コ
ー
ス
に
あ
る
「
安
全

な
場
所
（
広
場
、
防
災
設
備
、

病
院
な
ど
）」
や
「
危
険
な
場
所
」

な
ど
を
確
認
し
、
記
入
す
る
。

⑤
修
正
し
た
い
場
所
は
、
落
書
き

消
し
用
の
ス
プ
レ
ー
な
ど
で
消

す
。

Disaster Imagination Game
災害 想像 ゲーム
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10月22日㈯　午後7時から、わたらいちゃんねるを見よう！
町では、「東海地震に関する情報」が発表されたり、「東海地震の地震災害に関する警戒宣言」が発令されたりした場
合、ケーブルテレビ１０ch『わたらいちゃんねる』を緊急画面に切り換えて、住民のみなさんに地震に備えた行動を
とるように呼びかけることとしています。
住民のみなさんに、緊急画面がどのようなものかを確認していただくために、度会町総合防災訓練の前日１０月２２
日（土）午後７時から午後１0時までの３時間（時間限定）、『わたらいちゃんねる』を緊急画面に切り換えます。
この緊急画面を確認することも、防災訓練のひとつです。１０月２２日の午後７時から、わたらいちゃんねるを見ま

しょう。

10月22日㈯　午後7時から、わたらいちゃんねるを見よう！10月22日㈯　午後7時から、わたらいちゃんねるを見よう！

東海地震に関する情報（東海地震観測情報、東海地震注
意情報、東海地震予知情報）は、気象庁が発表します。
東海地震の地震災害に関する警戒宣言（警戒宣言）は、
内閣総理大臣が発令します。

警戒宣言が発令されたら地震に備えた行動をとろう！
東海地震は、現在のところ予知の可能性がある唯一の

地震です。地震が発生する前に、地殻変動ひずみ計に前
兆現象が観測された場合、東海地震発生の予知が可能と
なります。（前兆すべりが観測されずに突然地震が発生
することもあります。）
東海地震発生時に、東南海地震、南海地震が同時に発

生することもありますので、東海地震防災対策強化地域
以外の方（度会町の住民のみなさん）も、東海地震に関
する情報に注意し、警戒宣言が発令されたら、地震に備
えた行動をとりましょう。

警戒宣言とは
気象庁の観測データに、東海地震の前ぶれとみられる
異常現象がみられ、２～３日のうち（または数時間以内）

に、マグニチュード８程度の地震が発生する恐れがある
と判断された場合に、内閣総理大臣が地震防災対策強化
地域に対して発令されるものです。
警戒宣言が発令されると、鉄道や高速道路などの交通
が規制されるほか、危険地域の住民は避難していただく
など、経済活動や社会活動に大幅な制約が加わることと
なります。

東海地震防災対策強化地域　１３市町村
桑名市、伊勢市、鳥羽市、尾鷲市、熊野市、志摩市、
木曽岬町、二見町、御薗村、南伊勢町（南島町、南勢町）、
大紀町、紀伊長島町、海山町

（平成１７年１０月１日現在）

◇ 情報体制 ◇

すべての情報は、自治体の広報やテレビ・ラジオ等を通じて住民の方に伝えられます。

危険度

警戒宣言発令
東海地震観測情報 東海地震注意情報 東海地震予知情報
テレビやラジオ等で
情報収集

防災の準備行動を開始 東海地震に備えた体制をとる

災害用伝言ダイヤルを体験しよう！
災害用伝言ダイヤル『１７１』は、災害時に被災者が居場所や無事を伝えたり、家族や親せきの安否を確認した
りできる、安否を知らせる声の伝言板です。一般加入電話、公衆電話、携帯電話・ＰＨＳ（一部業者を除く）から
利用でき、契約などは不要です。
この災害用伝言ダイヤルは、大きな災害が起きたときに提供されるサービスですが、体験することができます。
■体験期間　毎月１日（１月１日は除く）、毎年１月１５日～１月２１日、８月３０日～９月５日
身近な１１月１日（火）に、 災害用伝言ダイヤルを体験してみましよう！

忘れてイ
１

ナ
７

イ
１

？　災害伝言１７１などと覚えてください。
▷問合先　局番なしの「１１６」

利用のしかた利用のしかた利用のしかた 伝言の録音方法 伝言の再生方法

被災地内の方も、被災地外の方も被災地の方の電話番号を市外局番からダイヤルしてください。
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地域のみんなで大地震に備えよう！

尊
い
命
の
代
償
で
あ
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
国
策

と
し
て
、
住
宅
の
耐
震
事
業
（
耐
震
診
断
や
耐
震
補
強
工
事
費
の
補
助
な

ど
）
が
、
全
国
各
市
町
村
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
ま
ち
度
会
町
に
お
い
て
も
、
三
重
県
を
囲
む
３
つ
の
地
震
（
東
海

地
震
、
東
南
海
地
震
、
南
海
地
震
）
に
見
舞
わ
れ
る
危
険
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
事
業
と
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
費

の
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
役
場
企
画
防
災
課
（
☎
６
２

―
２
４
２
１
）
ま
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

地
震
に
強
い
住
宅
に
住
も
う
！

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断

耐
震
補
強
の
前
に

ま
ず
耐
震
診
断
を

耐
震
診
断
は
、「
基
礎
の
種
類
」

「
壁
の
強
さ
」
な
ど
を
診
断
（
目

視
）
す
る
の
で
、
わ
が
家
が
地
震

に
対
し
て
安
全
な
の
か
、
ど
の
程

度
危
険
な
の
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
住
宅

①
〜
⑤
の
項
目
す
べ
て
に
該
当

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
、
現
在
完
成
し
て
い
る

住
宅

②
木
造
住
宅
（
軸
組
工
法
、
伝
統

的
工
法
）

③
住
居
と
し
て
使
用
す
る
次
の
建

築
物
の
い
ず
れ
か

•
専
用
住
宅

•
共
同
住
宅
、
長
屋
住
宅
（
所
有

者
が
申
し
込
み
、
必
ず
居
住
者

の
承
諾
が
必
要
で
す
）

•
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
（
延

べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を

住
宅
と
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
）

④
階
数
と
規
模

•
２
階
建
以
下
で
、
か
つ
延
べ
床

面
積
３
０
０
㎡（
約
90
坪
）以
下

⑤
町
内
在
住
者
が
町
内
に
所
有
し

て
い
る
住
宅

▽
対
象
と
な
ら
な
い
住
宅

•
鉄
骨
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
住
宅

•
木
造
プ
レ
ハ
ブ
工
法
の
住
宅

•
枠
組
壁
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
な

ど
）
工
法
の
住
宅

•
丸
太
組
工
法
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）

の
住
宅

▽
診
断
費
用　

無
料
（
国
・
県
・

町
が
負
担
し
ま
す
）

▽
診
断
者　

三
重
県
木
造
住
宅
耐

震
診
断
講
習
会
を
受
講
、
修
了

し
た
建
築
の
専
門
家
に
委
託
し

ま
す
。

※
診
断
者
が
現
地
調
査
を
す
る
時

に
は
、
改
修
工
事
な
ど
の
営
業
活

動
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
診
断
内
容　

図
面
と
の
照
合
、

基
礎
、
壁
、
筋
か
い
、
床
下
、

天
井
裏
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

▽
診
断
結
果　

診
断
終
了
後
２
〜

３
か
月
後
に
、
診
断
者
が
結
果

を
説
明
し
ま
す
。

耐震診断の結果は、４段階に分かれます

安
全

危
険

1.5以上1.5以上 0.7未満0.7未満

安　全

1.0以上
1.5未満
1.0以上
1.5未満

0.7以上
1.0未満
0.7以上
1.0未満

一応安全 やや危険
倒壊・大破壊の
危険性が高い

耐
震
補
強
を
施
し

　

地
震
に
強
い
住
宅
に

最
高
60
万
円
を
補
助

町
が
定
め
る
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
で
「
倒
壊
・
大
破
壊
の
危
険

性
が
高
い
（
総
合
評
点
０
．
７
未

満
）」
と
な
っ
た
住
宅
に
お
住
ま

い
の
方
が
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
耐
震
補
強
工
事

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
、
現
在
完
成
し
て
い
る
住

宅
で
、
耐
震
診
断
の
結
果
が
、「
倒

壊
・
大
破
壊
の
危
険
性
が
高
い（
総

合
評
点
０
．
７
未
満
）」
と
な
っ

た
住
宅
を
、
筋
交
い
や
合
板
に
よ

る
壁
の
補
強
な
ど
を
施
し
、「
一

応
安
全
と
い
え
る
住
宅
（
総
合
評

点
１
．
０
以
上
）」
に
す
る
工
事
。

※
耐
震
診
断
と
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
よ
っ
て
行
っ
た
耐
震
診
断
と

し
ま
す
。

○
度
会
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事

業
実
施
要
綱
に
基
づ
く
補
助
を

受
け
て
行
っ
た
耐
震
診
断
（
上

記
の
無
料
耐
震
診
断
）

○
三
重
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
講

習
会
を
受
講
、
修
了
し
た
建
築

の
専
門
家
が
所
属
す
る
建
築
事

務
所
が
、
三
重
県
木
造
住
宅
耐

震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い

て
行
っ
た
耐
震
診
断

▽
耐
震
補
強
工
事
費
の
補
助
を
受

け
ら
れ
る
人

住
宅
の
戸
数
が
１
ha
当
た
り
10

戸
以
上
の
建
て
込
ん
だ
区
域
や
指

定
さ
れ
た
避
難
路
沿
い
に
居
住
し
、

か
つ
収
入
が
条
件
に
合
致
す
る
世

帯
、ま
た
は
高
齢
者
（
60
歳
以
上
）

の
み
の
世
帯
に
限
り
ま
す
。

次
の
計
算
に
よ
る
金
額
が
、
39

万
７
千
円
（
月
額
）
以
下
で
あ
る

こ
と

｛
所
得
金
額 

―
（
本
人
以
外
の
同

居
親
族
数
×
38
万
円
＋
特
別
控

除
）｝
÷
12
月

※
所
得
金
額
は
、
同
居
者
す
べ
て

の
合
計
金
額
と
し
ま
す
。

▽
補
助
金
額

１
棟
当
た
り
60
万
円
を
上
限
と

し
て
、
対
象
工
事
費
の
３
分
の
２

（
町
と
県
を
合
わ
せ
て
）
を
補
助

し
ま
す
。

※
総
合
評
点
判
定
経
費
に
も
１
棟

当
た
り
１
万
円
を
上
限
と
し
て
、

県
補
助
が
あ
り
ま
す
。

耐震診断や耐震補強工事費の補助
の申し込みをされていないお宅へ、
県や町が、耐震関連業者を派遣する
ことはありません。

リフォーム詐欺に、
ご注意を！
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平成17年

第3回度会町定例町議会を開催

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

一般会計 126,296千円追加

１
２
６
，
２
９
６
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
３
，
１
３
５
，
５
２
５
千

円
と
し
ま
し
た
。

項
目
別
の
主
な
内
容

総

務

関

係

○
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
町

民
体
育
館
耐
震
改
修
工
事
）

衛

生

関

係

○
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助

土

木

関

係

○
わ
ん
だ
川
し
ゅ
ん
せ
つ
・
法
面

保
護
工
事

平
成
17
年
第
３
回
度
会
町
定
例

町
議
会
は
、
去
る
９
月
22
日
か
ら

28
日
に
か
け
て
の
７
日
間
で
開
催

さ
れ
、
条
例
改
正
案
や
補
正
予
算

案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

特
別
会
計

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

２
２
，８
１
５
千
円
を
追
加
し
、歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

７
１
８
，２
４
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

９
４
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
４

９
２
，６
１
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

そ
の
他

可
決
さ
れ
た
議
案

◎
三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
増
減
お
よ
び
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

◎
度
会
郡
町
村
老
人
福
祉
施
設
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
お
よ
び
共
同
処
理

す
る
事
務
の
変
更
な
ら
び
に
規

約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

◎
度
会
町
町
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
伊
勢
広
域
環
境
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

お
よ
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◎
度
会
郡
公
平
委
員
会
を
共
同
設

置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
減
お
よ
び
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

◎
度
会
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
減
少
お
よ
び
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

◎
度
会
町
と
伊
勢
市
と
の
間
に
お

け
る
消
防
事
務
の
委
託
に
関
す

る
規
約
の
廃
止
お
よ
び
今
後
の

委
託
に
係
る
協
議
に
つ
い
て

◎
平
成
16
年
度
伊
勢
志
摩
市
町
村

税
等
滞
納
整
理
組
合
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

・
平
成
17
年
度
度
会
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
員
提
出
議
案

◎
次
の
２
項
目
を
求
め
る
決
議
お

よ
び
政
府
へ
の
意
見
書
（
議
員

提
出
案
）
を
関
係
機
関
へ
提
出

す
る
も
の

・
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

存
続

・
30
人
学
級
の
早
期
実
現
、
教
育

予
算
拡
充

・
地
方
の
自
治
体
病
院
の
医
師
確

保一
般
質
問

平
成
17
年
11
月
発
行
の
『
わ
た

ら
い
議
会
だ
よ
り
』
に
掲
載
さ
れ

ま
す
。

一
般
質
問
議
員

溝
口
周
生
議
員

山
延
男
議
員

内城田小学校運動会
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平
成
18
年
度
の
保
育
所
入
所
申

し
込
み
を
、
次
の
要
領
で
受
け
付

け
ま
す
。

現
在
も
入
所
し
、
来
年
度
も
引

き
続
き
入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合

も
改
め
て
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
入
所
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か

つ
保
護
者
に
代
わ
っ
て
児
童
を
保

育
す
る
人
が
い
な
い
家
庭
の
児
童
。

①
保
護
者
が
家
事
以
外
の
家
庭
内

外
労
働
（
外
勤
・
自
営
・
内
職

な
ど
）
を
し
て
い
る
。

②
保
護
者
が
い
な
い
。

③
保
護
者
の
出
産
ま
た
は
長
期
の

疾
病
。

④
保
護
者
が
家
族
の
病
人
な
ど
を

常
時
看
護
し
て
い
る
。

⑤
災
害
な
ど
に
よ
る
家
屋
の
破
損
。

▽
申
込
受
付
期
間

10
月
17
日
㈪
〜

12
月
16
日
㈮

度会町内保育所の概要
保育所名 所在地 定 員 保育時間 保育受入年齢

長原保育所 度会町
　長原365番地 ７５人 午前８時～

午後４時
※棚橋保育所、
中之郷保育所に
て延長保育を行
っています。

２歳～

棚橋保育所 度会町
　棚橋248番地の２ ２００人 ６か月～

中之郷保育所 度会町
　中之郷1024番地 ４５人 ２歳～

南中村保育所 度会町
　南中村81番地 ５０人 ２歳～

⑥
①
〜
⑤
以
外
で
明
ら
か
に
保
育

に
欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

※
年
度
途
中
か
ら
入
所
を
希
望
さ

れ
る
人
も
届
け
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
保
育
料
に
つ
い
て

保
護
者
の
世
帯
に
属
す
る
前
年

度
分
の
町
民
税
、
保
護
者
の
前
年

の
所
得
税
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

※
世
帯
に
よ
っ
て
は
保
護
者
以
外

に
祖
父
母
の
う
ち
ど
ち
ら
か
の
所

得
な
ど
を
加
算
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
初
め
て
保
育
所
を
利
用

さ
れ
る
平
成
17
年
１
月
１
日
の
時

点
で
町
内
に
住
所
の
な
か
っ
た
人

は
、
次
の
①
②
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
『
平
成
16
年
分
源
泉
徴
収
票
』

②
『
平
成
17
年
度
分
住
民
税
課
税

証
明
書
』

※
前
住
所
地
市
町
村
役
場
に
て

取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法

役
場
町
民
福
祉
課
で
交
付
す
る

申
し
込
み
用
紙
『
保
育
所
入
所
申

込
書
』
と
『
申
告
書
並
び
に
証
明

書
』
に
て
、
役
場
町
民
福
祉
課
、

ま
た
は
町
内
各
保
育
所
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

初
め
て
申
し
込
み
さ
れ
る
人
は
、

役
場
町
民
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▽
入
所
の
お
知
ら
せ

入
所
要
件
に
該
当
す
る
か
確
認

の
う
え
、
平
成
18
年
２
月
中
旬
に

申
し
込
み
者
に
通
知
し
ま
す
。

▽
問
合
先　

役
場
町
民
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
６
２
―
２
４
１
３
）

町
内
保
育
所 

入
所
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
開
始

― 

入
所
を
継
続
さ
れ
る
人
も
手
続
き
が
必
要
で
す 

―

町
内
保
育
所 

入
所
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
開
始

町
内
保
育
所 

入
所
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
開
始

園外保育（宮リバー）
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▷問合先　役場町民福祉課 福祉係（☎６２－２４１３）
介
護
保
険
が

変
わ
り
ま
す

平
成
17
年
10
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
を
利
用
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
方
の
利
用
者
負
担
額
が
、
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
方

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
方
と
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

年　度 医療費 １人あたり
医療費

平成12年度 728,865,743 481,100
平成13年度 841,939,150 538,324
平成14年度 832,099,626 535,801
平成15年度 809,345,383 544,647
平成16年度 769,678,242 544,3260 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

600,000,000

800,000,000

1,000,000,000

200,000

400,000

600,000

老人保健医療費のお知らせ

老
人
保
健
医
療
費
が
増
嵩
（
１

人
あ
た
り
）
し
て
お
り
、
年
度
別

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の

と
お
り
で
す
。

▷問合先　役場町民福祉課 年金保険係（☎６２－２４１２）

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
健
康
維

持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
（
主

治
医
）
を
も
つ
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

②
日
ご
ろ
か
ら
、
食
生
活
、
睡
眠

な
ど
に
気
を
配
り
病
気
の
予
防

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
身
体
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
、

我
慢
せ
ず
早
期
に
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

④
多
受
診
（
１
人
の
人
が
同
じ
病

気
で
２
か
所
以
上
の
病
院
、
医

院
で
受
診
す
る
こ
と
）
の
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
多
受
診
は
ひ

か
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
家
の
中
を
整
頓
し
て
転
倒
し
な

い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
入
院
さ
れ
て
い
る
方
へ

（
70
歳
以
上
の
方
）

所
得
に
よ
り
自
己
負
担
限
度
額

が
異
な
り
ま
す
。
申
請
に
よ
り
、

自
己
負
担
額
が
、
減
額
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

一
部
負
担
金
が
変
更
に
な
っ
た

方
へ８

月
１
日
よ
り
医
療
機
関
の
窓

口
へ
支
払
う
金
額
が
変
更
に
な
っ

た
方
に
つ
い
て
は
、
送
付
し
ま
し

た
新
受
給
者
証
を
持
参
の
う
え
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

年度別老人保健医療費〔１人あたり〕 （単位：円）

○介護保険施設に
　入所している方の負担

現　行 介護サービス費の１割+
日常生活費+食費の１部

改正後
介護サービス費の１割+
日常生活費+食費の全部
+居住費の全部

○デイサービス・デイケアを
　利用している方の負担

現　行 介護サービス費の１割+
日常生活費+食費の１部

改正後 介護サービス費の１割+
日常生活費+食費の全部

利用者
負担段階 対象となる人

第１段階
・住民税世帯非課税で老齢福祉年金を受け
ている人
・生活保護を受給している人

第２段階 ・住民税世帯非課税で、合計所得金額と課
税年金収入額の合計額が８０万円以下の人

第３段階
・住民税世帯非課税で、第２段階に該当し
ない人
・住民税課税者がいる高齢者世帯で、特例
減額措置を受けている人

第４段階
・同じ世帯内に住民税課税者がいるが、本
人は住民税非課税の人
・住民税を課税されている人

と
の
負
担
を
公
平
に
し
て
い
く
た

め
、
介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
る

方
の
居
住
費（
家
賃
や
高
熱
水
費
）

や
食
費
が
原
則
と
し
て
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
に
利
用
者

負
担
段
階
が
第
１
段
階
か
ら
第
３

段
階
の
人
は
申
請
に
よ
り
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。
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当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）

男 女 計 男 女 計 男 女 計

小選挙区 3,598 3,928 7,526 2,597 2,843 5,440 72.18 72.38 72.28

比例代表 3,598 3,929 7,527 2,597 2,843 5,440 72.18 72.36 72.27

国民審査 3,598 3,928 7,526 2,560 2,814 5,374 71.15 71.64 71.41

小選挙区選出議員選挙得票数
候補者氏名 得票数（票）
谷中　みよし 191
金子　洋一 2,083
三ツ矢のりお 3,091
小　　計 5,365
無効票 75
合　　計 5,440

比例代表選出議員選挙得票数
名簿届出政党等の名称 得票数（票）

新党日本 148
社会民主党 124
民主党 1,897

日本共産党 203
公明党 588

自由民主党 2,199
小　　計 5,159
無効票 281
合　　計 5,440

建築物からの石綿粉じん対策

石綿障害予防規則を
公 布　

石
綿
は
、
昭
和
45
年
か
ら
平
成

２
年
に
か
け
て
大
量
に
輸
入
さ

れ
、
そ
の
多
く
は
耐
熱
性
、
防
音

性
に
優
れ
た
特
性
が
あ
る
た
め
建

材
と
し
て
建
築
物
に
使
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

石
綿
は
、
そ
の
も
の
が
毒
物
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

粉
じ
ん
と
な
っ
て
飛
び
散
っ
た
り
、

吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
人
体
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
今
後
こ
れ

ら
の
建
築
物
の
老
朽
化
に
よ
る
解

体
工
事
の
増
加
に
と
も
な
い
、
解

体
作
業
へ
従
事
す
る
労
働
者
の
石

綿
に
よ
る
健
康
障
害
の
発
生
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
石
綿
を
含
む
製
品
の

う
ち
建
材
、
摩
擦
材
お
よ
び
接
着

剤
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
製
造
、

使
用
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、さ
ら
に
厚
生
労
働
省
で
は『
石

綿
障
害
予
防
規
則
』
を
制
定
し
、

関
係
労
働
者
の
健
康
障
害
防
止
対

策
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
規
則
で
は
、
対
策
の

実
効
を
期
す
る
た
め
、
建
築
物
の

所
有
者
、
管
理
者
に
も
一
定
の
措

置
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
17

年
７
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

①
建
築
物
等
の
解
体
等
に
お
け
る

石
綿
使
用
の
事
前
調
査　

②
建
築
物
等
の
解
体
等
に
お
け
る

作
業
計
画
作
成
の
義
務
付
け

③
解
体
等
作
業
の
届
出

④
建
築
物
等
の
解
体
工
事
等
の
条

件
⑤
石
綿
等
が
吹
き
付
け
ら
れ
た
建

築
物
等
に
お
け
る
業
務
に
係
る

措
置

⑥
特
別
教
育
の
実
施

⑦
保
護
具
等
の
管
理

⑧
建
築
物
等
に
お
け
る
吹
き
付
け

石
綿
の
除
去
、
封
じ
込
め
、
囲

い
込
み
な
ど
の
措
置

▽
問
合
先　

役
場
総
務
財
政
課

（
☎
６
２
―
１
１
１
１
）

度会町投・開票結果

第44回衆議院議員総選挙
（小選挙区・比例代表）

第20回最高裁判所裁判官国民審査

度会町投・開票結果
（９月11日執行）

開票のようす
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観劇『ライオンキング』（劇団四季）
２学期早々の９月２日、新名古屋ミュージカル劇場で、劇団四季の『ラ
イオンキング』を観劇しました。本校では３年に１度、生徒たちに優れ
た芸術作品にふれる機会をとの思いから大芸術鑑賞会を計画、今年がそ
の３年目に当たり実現しました。
この作品は、２００３年６月に開幕し、２００６年１月に千秋楽が決
定しており、今年が最後の夏。劇団四季といえば『美女と野獣』や
『Ｃ

キ ャ ッ ツ

ＡＴＳ』そして『オペラ座の怪人』など、だれもが一度は観たい優
れた作品ばかりを世界中で公演している有名な劇団で、この『ライオン
キング』は、私たちにあふれるほどの愛と勇気と優しさを与えてくれました。
何度もカーテンコールがあったり、生徒の「おもしろかった」という感想があったりして、一人ひとりが言葉では
表現し尽くせない程の心の豊かさを感じていたようです。度会町に着いたときにはすっかり暗くなっていましたが、
一人ひとりの心は充実感と豊かさに溢れていました。

 納涼祭（ケアハウス伊勢度会彩幸さん）
８月１９日午後４時から、ケアハウスさんで、納涼祭が催されました。
度会高校・南伊勢高校度会校舎の生徒会・文化交流部が『桃太郎』の
劇を上演しました。また、急きょ結成したギターの仲間（教員２人、生
徒４人）が『カノン』を演奏しました。
『桃太郎』は、現代的にアレンジした劇で、セリフもおもしろさを取
り入れたものでした。

盆踊り、カラオケ、すいか割り、度会鏡太鼓など盛りだくさんな行事で、参加された方々も暑い夏の夕べを楽しん
でいました。

総合学習『陶芸』
現在、各学校では『生きる力』の育成を目指し、多様な学習ができる『総合的
な学習の時間』が設けられています。
南伊勢高校度会校舎２年生は、『生き方に学ぶ』を学年テーマに掲げ、地域の方々
との交流などを行っています。
その中の１つに『陶芸』があります。度会高校卒業生の川西泰二郎先生を講師
にお招きして、実際に作品を制作するという内容です。出来上がった作品は、講
師の先生が目を見張るものから、思わず笑いを誘うものまで様々ですが、生徒は
真剣な眼差しで粘土をこね、ろくろを回しています。
この生徒の生き生きとした表情は、必ず豊かな人間性の形成につながっていく
ことでしょう。 川西泰二郎先生
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11 月以降に満１歳を迎える子どもさんの写真を募集しています。

はじめまして！はるひです。

チャームポイントは、ムッチムチのボディです♥

食べるの大スキ♥　お風呂大スキ♥　お出かけ大

スキ♥　絵本大スキ♥　な元気いっぱいの私です。

よろしくね～☆

『遊水プール・鏡』大盛況！

ありがとうございました

オ
ー
プ
ン
以
来
、
10
度
目
の
夏

を
終
え
た
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク

『
遊
水
プ
ー
ル
・
鏡
』
の
今
シ
ー

ズ
ン
は
、
開
場
日
数
41
日
、
２
万

６
千
人
余
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

豊
か
な
自
然
と
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
求
め
て
訪
れ
た
皆
さ
ん

は
、
清
涼
な
プ
ー
ル
に
入
り
、
歓

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
８
月
７
日
・
14

日
の
両
日
に
、『
サ
マ
ー
ア
ク
ア

ビ
ク
ス
教
室
』
が
開
催
さ
れ
、
参

加
さ
れ
た
方
は
、
基
礎
体
力
の
向

上
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を

求
め
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く

体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

来
年
の
夏
も
『
遊
水
プ
ー
ル
・

鏡
』
で
、
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

入
場
者
内
訳
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
学
校
水
泳
は
除
く
）

開
場
日
数　

41
日

入
場
者
数　
　

２
６
，
０
５
４
人

一
日
平
均　
　
　
　
　

６
３
５
人

一
日
最
高　
　
　

１
，
５
６
８
人

（
８
月
14
日
）

総　

数　
　

２
８
３
，
０
３
５
人

（
平
成
８
年
オ
ー
プ
ン
）

緑の募金緑の募金

ご協力

ありがとう

ございました

（
社
）
三
重
県
緑
化
推
進
協
会
か

ら
度
会
町
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

▽
問
合
先　

役
場
産
業
振
興
課

（
☎
６
２
―
２
４
１
６
）

平成16年10月４日

生まれ

（棚橋）

父　健通 さん

母　明美 さん

坂井　悠姫ちゃん

サ
マ
ー
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

（
水
中
運
動
）教
室
で
楽
し
む

町職員の人事異動
　※（　）は前任

－ ７月31日付け －
退職　坂谷　善三（企画防災課主幹）

－ ８月31日付け －
退職　坂谷　展代（建設水道課）

平
成
17
年
度　

72
万
円
余

今
年
４
月
以
来
、
区
長
さ
ん
・

自
治
会
長
さ
ん
に
お
世
話
い
た
だ

き
寄
せ
ら
れ
た
『
緑
の
募
金
』
は
、

町
内
で
７
２
７
，
８
５
０
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
、
地
域

の
森
林
整
備
、
身
近
な
緑
の
植
栽

助
成
、
緑
の
国
際
協
力
な
ど
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
募
金
の
還
元
事

業
と
し
て
、
集
落
の
緑
化
な
ど
に

苗
木
の
斡
旋
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
区
長
（
自
治

会
長
）
さ
ん
を
通
し
て
、
役
場
産

業
振
興
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

平
成
16
年
度

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
状

去
る
８
月
26
日
、
率
先
し
て
目

標
を
達
成
し
、
森
林
の
整
備
・
緑

化
の
推
進
を
果
し
た
功
績
に
よ
り
、
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『度会中学校の活動紹介』
現在、度会中学校では、１年生１０２名、２年生９６名、３年生１０９名、計３０７名の子どもたちが生活しています。

◇子どもたちにつけたい力

日本では、おたがいを『かけがえのない１人の人間』として大切にする『人権尊重』の考えが広まってきています。
しかしその一方で、さまざまな差別や、差別につながる偏見が今も残っています。また、新しい差別・偏見も生まれて
います。
度会中学校では、『子どもたちには、何が差別や偏見かを見抜く力を身につけて、差別や偏見をなくすために力を合
わせて行動できる人間に育ってほしい』と願い、その実現にむけて毎日の指導にあたっています。

生徒が「なかま」

としてつながる

大 切 な 機 会 の

ひ と つ で す。

◇度会中学校の取り組み
•なかまづくり

差別や偏見は、『人と人のつながり』を断ち切ってしまう恐
ろしいものです。逆に、偏見や差別をなくして明るく住みよい
社会をつくるためには、『人と人のつながり』が欠かせません。
中学校では、学校生活の様々な場面で、子どもたちどうしが
おたがいを理解し、『なかま』として『つながる』ことのすば
らしさを実感できる機会をつくっています。

•正しい知識を身につける

差別や偏見に出会った時には、その誤りを指摘したり、やめ
させたりできることが大切です。
そのために、さまざまな人権問題について正しい知識を身に

つけておくことが必要です。
中学校では、教科や学級活動・道徳などの時間に、今の社会

にどのような人権問題が残っているか、それらがどのようにし
て生まれてきたかなど、その不当性・不合理性について学習し
ています。また、差別をなくすために立ち上がった人々の思い
や行動から、差別に負けない生き方やなかまの大切さについて
も学んでいます。
そのほか、子どもたちが自分で将来をきりひらいていく力が

つけられるように、学習支援やカウンセリングなどの活動もお
こなっています。

◇ 度会町の皆さまへ

子どもたちの人権感覚は、さまざまな立場の大人の方々との『出会い』の中でみがかれていきます。地域の人たちの
生き生きと生きる姿や、つらいことに負けずたくましく生きる姿に実際に触れることは、子どもたちにとって何にもか
えがたい貴重な学習の機会です。皆さまと子どもたちのすてきな『出会い』が増え、あたたかな『つながり』が強まり
ますよう、今後も教育活動へのご理解・ご協力をお願いいたします。

▽担当　度会中学校

本年度体育祭のひとこま

ジャンプっぷ

みんなで二人三脚

JINKEN

生徒が「なかま」としてつながる

大切な機会のひとつです。
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人 について考える
リレー連載　No.2

度会町人権・同和教育推進協議会
権人 権

『命それは・・・宝物』～小川郷小学校５年生の取り組みから～
５年生では、命を大切にする心を育てるために人の誕生について勉強しました。子どもたちは、お母さんのお腹の中

で赤ちゃんがどのように成長していくのか、聞き取りをしたり本やインターネットで調べたりしました。
また、妊娠中のお母さんの大変さを知るために子どもたちは、胎児の模型をだっこしたりお腹につけて歩いてみたり

する体験もしました。
そして、１０月に出産予定のＡ君のお母さんに来ていただき、体のようすや家族のことやＡ君が生まれたときのよう
すなどを話していただきました。そのあと、一人ひとりの子どもたちのお母さんにその
子の生まれたときのようすなどを書いてもらった手紙を先生が読みました。
その手紙には、切迫流産になったこと、妊娠は難しいと言われていたのに奇跡的に妊
娠したこと、大きな病気を乗り越えてここまで成長してきたことなどが書かれていて、
一人ひとりの子どもたちの命の重みがずっしりと伝わってくるような手紙ばかりでした。
「あなたの命は、家族にとって、とても大切な宝物だよ。」というお母さんの言葉に、
子どもたちはとてもうれしそうにしていました。
今となりにいる友だちが、ひょっとするといなかったかもしれないということを知っ
た子どもたちは、お互いの顔を見合わせていました。そして、子どもたちはこんな感想
を書いていました。

この授業を通して、子どもたちが一人ひとりの命の重みを感じ、友だちを大切にしていきたいなという思いを抱いて
くれたことを感じました。この思いをこれからも大切に持ち続けていってほしいと思います。

▽担当　小川郷小学校

「今日Ａ君のお母
さんが来てくれて

、人の

誕生について教え
てくれました。妊娠

すると、

こんなに大変なこ
とがあるなんてよ

くわかり

ました。

お母さんが書いて
くれた手紙を聞い

てうれ

しかったです。お
母さんがわたしを

産んでく

れてよかったです
。これからもめい

わくをか

けると思うけど、
お手伝いをがんば

ってやり

たいです。」

「お母さんが言ったように、つぎ産まれて
くる赤ちゃん・友だちなどみんなにやさしく
しようと思った。Ｂちゃんのお母さんの手紙
を聞いていて、Ｂちゃんが生まれたことが本
当に奇跡だなあと思った。みんな赤ちゃんのとき、すごくかわいがら
れていたんだなあと思った。お母さんの話を聞いて、お母さんの気持ち
が少しわかったかな。」
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西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

9
月
15
日

ひ
ょ
ん
の
実
や
江
戸
へ
百
里
の
道

し
る
べ

大
野
木　

串
田　

冬
扇

甲
虫
孫
に
届
け
る
五
里
の
道

茶
屋
広　

河
村　
　

鈴

治
水
の
士
祀ま

つ

る
社や

し
ろ

や
こ
ぼ
れ
萩

大
野
木　

西
村　
　

永

鶏と
り

小ご

舎や

の
秋
の
簾す

だ
れ

を
少
し
上
ぐ

田　

間　

村
山　

和
美

新し
ん
り
ょ
う涼
の
参
道
長
し
杉
木
立

棚　

橋　

田
畑　

サ
ダ

さ
や
さ
や
と
木
々
揺
る
風
の
音
は

秋

棚　

橋　

山
本　
　

順

句く

碑ひ

囲
む
砂
の
箒

ほ
う
き

目
庭
涼
し

牧　

戸　

中
西
て
い
子

蜩
ひ
ぐ
ら
しに
地
下
足
袋
履
く
を
急せ

か
さ
る

る

麻
加
江　

北
村　

櫓
江

町
主
催
の
『
敬
老
会
』
が
、
去

る
９
月
９
日
、
町
内
の
お
年
寄
り

５
０
０
人
余
が
出
席
し
、
度
会
中

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
敬
老
の
お
祝
い
を
受

け
ら
れ
た
70
歳
以
上
の
人
は
、
男

性
６
９
７
人
、
女
性
９
９
４
人
、

計
１
，６
９
１
人
の
皆
さ
ん
で
す
。

町
内
最
高
齢
者
の
山
本
時
子
さ

ん
（
棚
橋
／
１
０
０
歳
）
を
始
め
、

今
年
88
歳
を
迎
え
ら
れ
た
19
人
の

皆
さ
ん
、
ま
た
地
区
男
女
別
最
高

齢
者
ベ
ス
ト
３
の
皆
さ
ん
に
町
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
美
華

さ
ん
の
二
胡
に
よ
る
演
奏
、
梓
夕

子
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、
Ｗ
モ
ア

モ
ア
さ
ん
の
漫
才
に
、
会
場
は
笑

顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

德田 志ゑさん
（田口／８３歳）

楽しみはおしゃべり。
畑へ行って仕事することが

健康や長生きの秘訣かなぁ。

元気はつらつ、きらりと笑顔

敬老会に５００人余が出席

敬老会でインタビュー
長寿・健康の秘訣はなんですか？

堀之内エミ子さん
（川口／７６歳）

好き嫌いはなくって何でも
食べるよ。
毎日、百姓で忙しいことが、
健康の秘訣。長生きの秘訣や
なぁ。

田畑 武夫さん
（和井野／７６歳）

普段は、ご近所の人と話を
したり、畑の手伝いをしたり
しとるんやぁ。
毎日、田んぼまで歩くこと、
散歩が健康の秘訣かな。

記念品が贈られました

梓夕子さんの歌謡ショー
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去る８月２７日、宮リバー度会パークで、まちの活
性化と地域間の交流を深めようと、度会商店会主催の、
第５回　ＷＡＴＡＲＡＩ　ＮＩＧＨＴ　ＦＥＶＥＲが
開催されました。
さまざまな屋台が軒を並べる中、ステージではスピ
カのライブをはじめ、度会鏡太鼓、子供和太鼓や
Ｙ
ヨ サ コ イ

ＯＳＡＫＯＩソーランなどのイベントが行われました。
また、フィナーレには花火が打ち上げられ、訪れた

たくさんの人々を楽しませていました。

２，５００人余が来場

去る９月４日、第１５回度会町商工会・商店会謝
恩セール抽選会が、宮リバー度会パーク芝生広場を
会場として開催されました。
たくさんの抽選券を手に、特賞の商品券や特別賞

の全自動洗濯機、テレビなどの豪華賞品を当てよう
と、２，５００人余が会場を訪れました。

第１５回謝恩セール抽選会に

楽しむ

Ｗ
ワ タ ラ イ

ＡＴＡＲＡＩ　Ｎ
ナ イ ト

ＩＧＨＴ　Ｆ
フ ィ ー バ ー

ＥＶＥＲを

会場では、抽選会のほか、近隣町村からの出展、舞
台での催しや、町内小学生の絵画展、パトカーなどの
車両展示、もちまきなどが盛大に行われ、あちらこち
らで楽しむ家族連れなどで賑わいました。

盛り上がったスピカのライブ

さまざまな屋台が軒を並べる

抽選券を手に並ぶ人たち

ステージショー
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去る８月２７日、脇出公民館で、第５回わきで夏祭りが
開催されました。
２年に１度のこの祭りを楽しみに、脇出区の皆さんをは
じめ町内各地からたくさんの方が集まり、歌や踊り、演劇
などを楽しんでいました。
中でも脇出劇団による『暴れん坊将軍』は、地元脇出で
いつも見かける人が出演するとあって大人気で、観る者と
演じる者がともに楽しみ、皆さん大爆笑をしていました。

ソフトボール少年女子で出場決定

去る８月２０日・２１日の両日、静岡県浜松市で第６０回国民体育大
会東海ブロック大会が開催され、ソフトボール少年女子の三重選抜チー
ムメンバーとして伊勢女子高等学校３年生の山本真央さん（脇出）、２
年生の西岡里恵さん（和井野）、１年生の西岡宏華さん（和井野）が出
場しました。
三重選抜チームは１回戦強豪の愛知選抜チームに８対６で、決勝戦は静
岡選抜チームに５対２で勝ち、三重県のソフトボール少年女子としては、
２０年ぶりの快挙となる優勝を果たしました。
度会中学校出身の３人の活躍で、１０月２２日から岡山県で開催され
る第６０回国民体育大会秋季大会に東海ブロック代表として出場します。

度会中学校吹奏楽部

去る７月３０日、四日市市文化会
館で開催された三重県吹奏楽コン
クールの中学校Ｂ編成の部で、度会
中学校吹奏楽部の皆さんは、『四季
op37b より（謝肉祭）（舟歌）（狩り）』
を演奏し金賞を受賞しました。
今後の活躍が期待されます。

わき合いあい、わきで夏祭り

国民体育大会へ

三重県吹奏楽コンクールで金賞

『暴れん坊将軍』

（右）西岡宏華さん（左）西岡里恵さん

（中）山本真央さん
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去る８月７日、岐阜メモリアルセンター長良川競技場で開催された第２７回東海中学校総合体育大
会陸上競技大会に、度会中学校陸上部の１２人の選手が男女４００ｍリレーや男女共通１００ｍ・２
００ｍ、女子走幅跳などの種目に参加しました。
また同月１９日から２２日にかけて開催された第３２回全日本中学校陸上競技選手権大会に、中井

秋季ソフトボール大会を開催

去る９月１０日、ふれあい広場栗山を会場に、
第１７回度会町スポーツ少年団秋季ソフトボー
ル大会が開催されました。

各種大会に出場し健闘　度会中学校陸上部

大会結果
（男子）
優　勝　小川郷スポーツ少年団
準優勝　中川スポーツ少年団
（女子）
優　勝　中川スポーツ少年団女子ソフトボール部
準優勝　一之瀬エンペラーズ

第１７回度会町スポーツ少年団

一磨さん（葛原）、森本詞織
さん（大久保）の２人の選
手が、それぞれ男子１００
ｍ・２００ｍ、女子走幅跳
と１００ｍハードルに参加
しました。
今後、第３６回ジュニア
オリンピック陸上競技大会
や第６０回国民体育大会秋
季大会などへの出場が決
まっており、選手の皆さん
の活躍が期待されます。

小川郷スポーツ少年団

中川スポーツ少年団女子ソフトボール部
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10月
October

秋の合同行政相談所を開設

『行政相談』ってご存じですか？
『行政相談』とは、国や特殊法人などの仕事について、
皆さんからの苦情や意見、要望をお聞きし、その解決の
促進を図る制度です。
この行政相談制度を皆さんにもっとよく知っていただ
き、利用していただくため、１０月１７日（月）から
２３日（日）までの１週間を『秋の行政相談週間』とし
て総務省において定められました。
この週間にちなみ、度会町においても次のとおり人権
相談と併せた『合同行政相談所』の開設をいたします。
役所の仕事などについて、わからないこと、困りごと
をお持ちの方は、お気軽にお尋ねください。
▶開設日時　１０月１８日（火） 午前１０時～午後３時
▶開設場所　町中央公民館２階中会議室
▶相談担当者（予定）　・町行政相談委員

・町人権相談委員
・行政相談事務所派遣職員ほか

なお、当日ご都合の悪い方は、次のところでいつでも
ご相談に応じていますので、ご利用ください。
▶度会町行政相談委員（※）

下久具３５９－１　小岸米子さん（☎６２－０２８４）
▶公的機関
〒５１４‐００３３　津市丸の内２６番８号　津合同庁舎３階
総務省三重行政評価事務所　行政相談課
（☎０５７０－０９０１１０）
※『行政相談委員』とは、総務大臣が委嘱している民間
有識者で、皆さんの身近な相談相手です。相談会場を含
め、ご相談は無料で、相談者の秘密は堅く守ります。
▶問 合 先　役場総務財政課（☎６２－１１１１）

農業日誌の予約受付中

平成１８年版の『農業日誌』『新農家暦』『ファミリー
日誌』の予約申込みを受付けています。
▶販売価格　農業日誌 １, ４００円

新農家暦 ４８０円
ファミリー日誌 １, ４００円
（いずれも消費税込み）

▶申込期限　１０月２４日（月）
▶申 込 先　各字の区長さん、自治会長さん
▶問 合 先　役場産業振興課（☎６２－２４１６）

東海農政局からの　　　　　　　

農業者、農業関係者の皆さまへの

お知らせ

東海農政局では新たな基本計画に示された農政の転換
に対応すべく、担い手の育成・確保運動を全力で展開中
です。
運動の趣旨をご理解いただき、地域での話し合いを通
じて『認定農業者化』や『特定農業団体化』を早急に推
進していただきますよう、よろしくお願いします。
▶問 合 先　東海農政局生産経営流通部経営課

（☎０５２－２０１－７２７１　内線２４４３）

ハローワーク（伊勢公共職業安定所）
庁舎改修工事のお知らせ

庁舎の老朽化に伴い、耐震工事をはじめとする改修工
事を１０月上旬から翌年３月下旬の期間（予定）施行い
たします。
ハローワークをご利用いただく皆さまには、大変ご迷

惑をおかけしますが、当工事期間中は駐車場が全面的に
使用できなくなりますので、ご来所の節は公共交通機関
をご利用いただきますようお願いいたします。
また、工事の作業により庁舎内外の騒音・振動の発生

および工事車両の出入りなど大変ご迷惑をおかけします
が、ご理解とご協力の程を重ねてお願いいたします。
▶問 合 先　伊勢公共職業安定所庶務課

（☎２７－８６０９）

無料調停相談を開設

▶開設日時　１１月９日（水） 午後１時～４時
▶受付時間　午後０時３０分～１時
▶開設場所　伊勢商工会議所（伊勢市岩渕）
▶定 員　２５名（先着順）
※現在、訴訟・調停中の方はご遠慮願います。
▶相談内容　土地・建物・金銭貸借・交通事故・相続・

夫婦・親子関係など
▶相 談 者　民事・家事調停員
▶問 合 先　津地方裁判所伊勢支部（☎２８－３１３５）

調査票の記入はお済ですか？
調査票が届いていないときは、役場企画防災課へご連絡ください。

▶問合先
　役場企画防災課
（☎62－2421）
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平成１７年１０月１日～
三重県最低賃金『時間額６７１円』

▶問合先
　三重労働局労働基準部賃金室

（☎059－226－2108）

伊勢広域環境組合リサイクルプラザ

ウインターイベント

フリーマーケット出店者募集

▶イベント開催日時　１２月３日（土）
午前９時３０分～午後２時

▶応募方法　往復はがき（郵便番号・住所・氏名・電話
番号・主な出品名を記入）

※１家族１枚の応募に限ります。
※商売目的の方はご遠慮ください。
▶募集期限　１０月２８日（金） 当日消印有効
▶応募・問合先
伊勢広域環境組合リサイクルプラザ運営委員会事務局
（☎３８－２８００）

献血にご協力ください

▶実 施 日　１１月９日（水）
▶実施時間・場所
・午前１０時～正午　　　役場町民ホール
・午後１時３０分～４時　グッディ度会店（大野木）
▶内 容　４００㎖献血
※三重県では、輸血の安全性をより高めるために病院で
使用される赤血球のほとんどが４００㎖献血でまかなわ
れています。
▶対 象 者
・体重　男女とも５０㎏以上
・年齢　１８～６９歳
※６５歳以上の方の献血については、献血される方の健康
を考え、６０～６４歳の間に献血経験のある方に限ります。
▶問 合 先　町保健センター（☎６２－１１１２）

町商工会チャリティゴルフ大会の

参加者募集

町商工会では、地域振興事業の一環として、第６回度
会町商工会チャリティゴルフ大会を開催します。
ぜひ、ご参加ください。

▶開 催 日　１０月３０日（日）
▶開催場所　伊勢二見ゴルフ場
▶対 象 者　町商工会会員および一般の人
▶参 加 費　５，０００円
※一部を、社会福祉のため町社会福祉協議会へ寄附の予
定です。
▶プレイ費　１０，０００円
▶募集期限　１０月２０日（木）
※募集は１２０人（３０組）になり次第締め切ります。
▶申込・問合先　町商工会（☎６２－１３１３）

事業者の方へ

廃プラスチック類の適正処理のお願い

事業所から排出される発泡スチロール、ビニール袋、
プラスチック容器などのプラスチック類は事業系の産業
廃棄物となります。伊勢広域環境組合ではこれら産業廃
棄物は受け入れができませんので、事業者の責任におい
て産業廃棄物として適正な処理をお願いします。
▶問 合 先　町保健センター（☎６２－１１１２）

大仏山公園オータムフェスティバルを開催

▶開催日時　１１月６日（日）
午前９時３０分～午後３時３０分（雨天中止）

▶開催場所　県営大仏山公園野球場など
▶内 容　太鼓演奏、武術太極拳の表演、フリーマー

ケット、ダンス、ガーデニング、琴演奏、
マジックなど

▶問 合 先　県南勢志摩県民局伊勢建設部企画保全室
企画調整グループ（☎２７－５２９５）

野焼きについてのお願い

野焼きは煙害で他人に迷惑をかけるとともに、ダイオ
キシン発生の危険もあり、全面禁止となっています。一
部農家などのやむを得ない焼却（伐採による草木など）
が禁止の例外とされ、家庭から出るごみについても落ち
葉や木くずなど、日常生活を営む上で通常行われる軽微
なものは焼却できます。
しかし、焼却禁止の例外とはいえ、ごみを燃やすこと
による煙や臭いが、隣近所の迷惑になりますので野外焼
却は行わず、燃えるごみは可燃ごみとして分別し、町の
収集日に出すようにしましょう。
※発砲スチロールやビニールなどは絶対に野焼きしない
でください。
▶問 合 先　町保健センター（☎６２－１１１２）
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10月
October

バザールわたらい産直市
次回開催日は、10月16日㈰、11月６日（日）です。

▶問合先
　役場産業振興課（☎62－2416）

第３２回度会学園　学園祭を開催

リサイクルバザー、模擬店、もちまき、作品展示販売、
レクリエーション（ダンス・体操）、アトラクション（踊
り・太鼓）など、様々な催しを予定しています。
ぜひ、ご来場ください。
▶開催日時　１１月６日（日）午前１０時～午後３時
▶開催場所　度会学園
※リサイクルバザー品のご提供・ご協力をお願いします。
▶受付・問合先　度会学園（☎６２－０２９４）

料理教室を開催

度会町食生活改善推進協議会では、『乳製品を使った
料理』教室を開催します。
ぜひ、ご参加ください。

▶開催日時・場所
・１０月２２日（土） 麻加江生活改善センター
・１０月２９日（土） 中之郷生活改善センター
・１０月３０日（日） 中央公民館
・各日ともに午前９時３０分～正午ごろ
▶申込期間　１０月１７日（月）～１９日（水）
▶参 加 費　３００円
▶申込・問合先　町保健センター（☎６２－１１１２）

お母さんのためのリフレッシュ講座

『絵手紙講座』を開催

▶開催日時　１１月２日（水）
午前１０時～１１時３０分頃

▶受付時間　午前９時４５分～
▶開催場所　町子育て支援センター

（町地域交流センター内）
▶対 象　保育所未入所のお子さんを子育て中の方
▶定 員　２０名
▶参 加 費　１００円
▶申込期間　１０月１７日（月）～１８日（火）
▶託 児　あり
▶申込・問合先　町子育て支援センター

（☎６３－００７０）

『生き生き楽しい作品展』を開催

三重県退職教職員互助会伊勢・度会支部では児童・生
徒、先生の作品展覧会を開催します。
▶開催日時
・１１月１９日（土）　午前１０時～午後４時
・１１月２０日（日）　午前１０時～午後３時
▶開催場所　いせ市民活動センター

（旧伊勢シティープラザ・外宮前）
▶問 合 先　三重県退職教職員互助会伊勢・度会支部　

作品係　井坂（☎３６－３８２１）

度会養護学校　文化祭を開催

▶開催日時　１１月１２日（土）
午前９時１５分～午後２時２０分

▶開催場所　度会養護学校
▶内 容　児童・生徒作品などの展示、模擬店、ＰＴ

Ａバザーなど
▶問 合 先　度会養護学校（☎６２－０５６２）

ご協力ください

パーソントリップ（実態）調査

町民の皆さんが鉄道・バス・自動車などの交通機関を
どのように利用しているかを調べ、交通計画などの資料
とします。無作為に選んだ１３８世帯を１０月上旬から
順に調査員が訪問し、調査の協力をお願いします。
▶ 問 合 先　 パ ー ソ ン ト リ ッ プ 調 査 実 施 本 部 

（☎フリーダイヤル０１２０－５８２－０８６）
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●問い合わせは、町地域交流センター（☎63－0070）または町保健センター（☎62－1112）まで●

●問い合わせは、町保健センター（☎62－1112）まで●

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

おくやみ

11月14日㈪
《ひよこグループ》

11月21日㈪
《うさぎグループ》

時間：午前10時～正午ごろ
場所：町子育て支援センター

（町地域交流センター内）
※初回のみ要申込み

遊・友・YOUくらぶ
毎週火・金曜日
時間：午前10時～正午
場所：町子育て支援センター

（町地域交流センター内）
対象：保育所に行っていな

いお子さん

わたっこ広場開放
11月10日㈭　一之瀬公民館
11月24日㈭　麻加江生活

改善センター
時間：午前10時～11時30分ごろ
内容：保育士による手遊び、

自由遊びなど
対象：保育所に行っていな

いお子さん

地区巡回広場わたぼうし

シリーズ今夜の夕食

人間の体の中でカルシウムは、骨
に９９％、残りの１％は血液中に含
まれ、神経を安定させる働きをして
います。
カルシウムの不足は骨粗しょう症
の原因となりやすいので、できるだけ
カルシウムの多い乳製品などを摂取
して骨粗しょう症を予防しましょう。

ささみのチーズ春巻き乳製品利用料理
度会町食生活改善推進協議会

おめでた
８月中に届出のあった方 （敬称略）

 子の名前 保護者名 字名
奥山　萌

め い

衣 隆則 麻加江
三宅　瑛

えいひ

 克典 棚　橋
山口　奈

な

緒
お

 浩司 棚　橋
中嶋　琉

る

那
な

 孝明 麻加江
山本　理

り

稀
き

 勝 駒ヶ野

❶ささみは薄切りにして、塩・こしょうをふっておく。
❷しいたけは薄切り、ねぎは縦半分に切ってから斜め薄切りにする。
❸フライパンに大さじ１の油を熱し、①②を炒める。火が通ったら、Ａの調味
料を入れ、混ぜ合わせる。

❹チーズは５㎜角のあられ切りにし、③と混ぜ合わせる。トレーに取り出し、
８等分にする。

❺春巻きの皮は、斜め半分に切る。三角形になるように形作り、具を入れて包む。
❻フライパンに大さじ１の油を熱し、春巻きを８個入れる。表面に焼き色がつ
いたら裏返す。油大さじ１をまわし入れ、裏面も焼き色がつくまで焼く。

❼器にレタス、プチトマトを添え盛り付ける。

作
り
方

材料（４人分）
鶏ささみ ３本（150ｇ）
塩・こしょう 少々
生しいたけ ３枚（30ｇ）
長ねぎ ２分の１本（50ｇ）
油 大さじ３
　　酒 小さじ２

Ａ　しょうゆ 小さじ１
　　ごま油 小さじ２
　　片栗粉 小さじ２
切れてるチーズ ９枚
春巻きの皮 ４枚
レタス 80 ｇ
プチトマト ４個

10月の町税
 町 県 民 税　第 ３ 期

 国民健康保険税　第 ６ 期

８月中に届出のあった方 （敬称略）

 名　前　 年齢 字名
西岡　隆 ７４ 和井野
藤田　なつゑ ９０ 上久具
山下　善三 ８２ 和井野
中田　一正 ７５ 上久具
浦井　幹雄 ６６ 五ヶ町
西村　愛之助 ８８ 大野木
杉山　登茂矢 ５５ 棚　橋

１１月３０日（水）
受　付：午後１時～１時20分
場　所：町保健センター
乳児健診の対象：原則として
•２か月児健診
平成17年９月生まれのお子さん
•７か月児健診
平成17年４月生まれのお子さん
•12か月児健診
平成16年11月生まれのお子さん
育児相談の対象：原則として奇数月生まれ

の１歳までのお子さん

乳児健診および育児相談

１１月９日（水）
受　付：午後０時15分
　　　　　～０時30分
場　所：町保健センター
対　象：平成16年３月・４月生ま

れのお子さん
平成14年３月・４月生ま
れのお子さん

１歳６か月児健康診査
３歳６か月児健康診査
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去る９月２４日、内城田小学校運動会が同校運動場を会場
に盛大に開催され、児童や園児、一般の方々が、徒競走や綱
引き、踊りなど２２種目の競技に全力で参加していました。
来年度、内城田小学校に入学する園児の皆さんの『旗と

り』や、今流行の『マツケンサンバでおどろう！』などの
種目が行われると、観客の皆さんからは、声援や笑い声が
こだましていました。
また、９月１８日には中川、小川郷、一之瀬の各小学校
の運動会も、盛大に開催されました。

一
日
一
歩

夏
の
暑
さ
か
ら
よ
う
や
く
開
放

さ
れ
、
季
節
は
い
つ
の
間
に
か
、

す
っ
か
り
秋
と
な
り
ま
し
た
。

町
内
各
小
中
学
校
で
は
、
今
年

か
ら
２
学
期
制
が
実
施
さ
れ
、
10

月
11
日
・
12
日
の
２
日
間
、
秋
休

み
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

大
変
短
い
秋
休
み
で
す
が
、
実

際
は
５
日
間
と
い
う
連
続
し
た
休

み
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
新
し
い

休
み
を
有
意
義
に
、
楽
し
く
過
ご

せ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

町のうごき
人　口 男　4,556（－ 4） 出生　 5

女　4,802（± 0） 死亡　 7
計　9,358（－ 4） 転入　10

世帯数2,746（± 0） 転出　12

今 月 の 表 紙

平成17年８月31日現在
（　　）内は前月比

泰
た い

 道
ど う

　昭
あ き

 則
の り

 さん（小 川） 17歳／Ａ型

松阪工業高校自動車科３年生。
８月に東京都で開かれた『第５回高校生ものづくりコンテ

スト全国大会』の機械系自動車整備部門で優勝、さらに、千葉
県で開かれた『第１回若年者ものづくり競技大会』の自動車整
備部門でも優勝を果たし、みごと2冠を達成しました。
エンジンの故障箇所が修理できた時は、とても楽しく、自

動車のことを知っていくにつれてより一層、魅力が強まります。

なぜ松阪工業高校に
入学したのか

幼いころから自動車が好きだったので、少し家
から遠いのですが、自動車科のある松坂工業高校
に入学しました。

学校生活に
ついて

３年間クラスが同じなので、仲のよい友達が多
く、毎日楽しく過ごしています。

『高校生ものづくり
コンテスト全国大会』
に出場して

出場するからには優勝を目指し、毎日、先生と
練習をしました。
大会では全国から集まったライバルたちに少し
緊張しましたが自分の力を出しきれたと思います。

『若年者ものづくり
競技大会』では

『高校生ものづくりコンテスト全国大会』が終
わって練習する時間が少なかったのと、第１回大
会ということで過去の資料が無かったので、大会
当日は苦戦をしました。
でも良い結果が残せてよかったです。

私生活について 友人と遊んだり、家族の車を洗ったりしています。
趣味は 自動車をいじること。

将来の夢は
自分が考えた機能や技術が実際の車に使われる
ことです。

度会町の好きな
ところ

自然がたくさんあり、とても落ち着くところです。

『マツケンサンバでおどろう！』


